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２０２３年 ７月 ５日

「映え」おにぎり 出店増★★

【２】あなたが食べたいと思うおにぎりの絵を、裏にかきましょう。

こうらく し かく しょうがいしゃ◆おにぎりは遠足や運動会の人気メニューです。今、おにぎりを専門に売るお店が増えてい

ます。見た目もきれいでおいしそうな「ごちそう」になっています。

えんそく うんどうかい にん き いま せんもん う みせ ふ

み め

【１】あなたは、どんなおにぎりが好きですか。
す

た おも え うら

（２０２３年５月２５日 読売新聞朝刊より）

※先生やおうちの人と

いっしょに読みましょう。

ば しゅっ て ん ぞ う

え す え ぬ え す ぶっ か だ か あ と お

せんせい ひと

よ
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◆淡いピンクの花を咲かせた、約

１０万株の古代ハス。ハスはどんな

植物でしょうか。

２０２３年 ７月 ５日

古代の香り 華やかに★★★

（２０２３年６月２３日 読売新聞夕刊より）

【１】ハスについてくわし

く調べ、わかったことを

書きましょう。

【２】記事を読んで見出

しを考え、写真の横の

□に書きましょう。

あわ さ やく

かぶ
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２０２３年 ７月 ５日

江戸扇子 光る伝統伎★★★★

松井さんが組み立てた江戸扇子（東京都江戸川区で）

◆本格的な夏の到来を前に、伝統工芸品「江戸扇子」の製作が最盛期を迎えています。

（２０２３年５月１８日 読売新聞都民版より）

【１】江戸扇子と京扇子について、記事で書かれている以外にどのような違いがあるのか、調べ

ましょう。

【２】扇子は伝統芸能でどのように使われ、何を表現しているのか、調べましょう。

とう らい え ど せん す さい せい き むか

ちが



サイン

©The Yomiuri Shimbun

年 組 （ ） 名前

教育関連情報は kyoiku.yomiuri.co.jp で
読売新聞社は持続可能な開発目標

（SDGs）を支援しています。

ワークシート通信

For SDGｓ ２０２３年 ７月 ５日

母子手帳 難民守り１５年★★★★

【１】母子手帳が「命のパスポート」と言われる理由について、説明しましょう。

【発展問題】日本では、母子手帳のほかに父親向けの手帳を配布している

自治体も増えました。「母子手帳」や「父子手帳」には、実際にどのような情

報が書かれているか、調べましょう。

はっ てん

（２０２３年６月１２日 読売新聞夕刊より）

◆
子
ど
も
を
授
か
っ
た
時
に
、
自
治
体
か
ら
配
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れ
る
「
母
子
健
康
手
帳
」。
日
本
で
生
ま
れ
た
こ
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手
帳
が
、
海
外
で
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２０２３年 ７月 ５日

50-year-old nest reaches new heights★★★★

◆兵庫県豊岡市の萬休寺で、天井からつり下がった照明器具の上に、ツバメが半世紀も巣を

作り続けています。今年もヒナが育っています。

【３】吉田宗玄さんはツバメたちのことをどのように思っているか、日本語で書きましょう。

TOYOOKA, Hyogo -- Every year, a 

new brood of swallow chicks grow up 

in a massive 40-centimeter-high nest 

built at a temple in Toyooka, Hyogo 

Prefecture.

The nest first started being built at 

Bankyuji Temple around 1974. 

Every year since then, a pair of 

swallows have flown to a spherical 

light fixture hanging from the ceiling 

near an entrance and built their new 

nest on top of it.

"The birds come every year and 

they‘re so lovely,” Sogen Yoshida, 80, 

former chief priest of the temple, said. 

"I feel like they're a part of my family.”

50-year-old nest

reaches new heights

（２０２３年６月17日 THE JAPAN NEWSより）

【２】巣作りはいつ頃から始まったか、日本語で

書きましょう。

【１】この巣の高さはどれぐらいか、英語で書き

ましょう。

nest：巣、a new brood：新しい仲間、swallow chick：ツバメのヒナ、grow up：育つ、massive：巨
大な、temple：寺、started being built around ～：～ごろから構築し始めた、a spherical light
fixture：球状の照明器具、hanging from ～：～からつり下がる、ceiling：天井、former chief
priest：前住職



第４回 大阪大学感染症総合教育研究拠点（CiDER）シンポジウム

大阪大学感染症総合教育研究拠点（CiDER） 
TEL  ： 06-6879-4903／MAIL：info@cider.osaka-u.ac.jp
URL ： https://www.cider.osaka-u.ac.jp/ 
主催：大阪大学感染症総合教育研究拠点 
共催：大阪大学先端モダリティ・ドラッグデリバリーシステム研究センター
助成：日本財団
後援：一般財団法人アジア太平洋研究所, 大阪大学社会経済研究所

問い合わせ

大阪大学感染症総合教育研究拠
点（CiDER）は、人類の脅威である
感染症の基礎研究・基盤研究を
構築していくために、2021年４月
に設置しました。
CiDERでは、感染症（ヒト生体防
御機構の解明等）の基礎研究とそ
の成果の社会実装、社会・経済活
動の維持に必要な信頼性の高い
科学情報発信、パンデミックの際
の医療崩壊阻止に貢献する感染
症医療人材育成という３つのア
プローチから、それぞれの事業に
取り組んでいます。

大阪大学
CiDER（サイダー）とは

CiDER HPは
こちら▶

申し込み方法 下記URL、QRコード、Emailのいずれかで参加登録をお願いします。
https://forms.gle/u2tJaQkUcBRBCbKu5https://forms.gle/u2tJaQkUcBRBCbKu5https://forms.gle/u2tJaQkUcBRBCbKu5

会 場 定 員  ： 150 名 
オンライン：1000 名  （当日の視聴方法はご登録メールアドレスに別途ご案内をさせていただきます）
会 場 定 員  ： 150 名 
オンライン：1000 名  （当日の視聴方法はご登録メールアドレスに別途ご案内をさせていただきます）
会 場 定 員  ： 150 名 
オンライン：1000 名  （当日の視聴方法はご登録メールアドレスに別途ご案内をさせていただきます）

URL またはQRコードでのお申込みができない場合は、下記の３点を
info@cider.osaka-u.ac.jp までお知らせください。
1参加方法〈会場 or オンライン〉    2 氏名　 3Email アドレス 

URL またはQRコードでのお申込みができない場合は、下記の３点を
info@cider.osaka-u.ac.jp までお知らせください。
1参加方法〈会場 or オンライン〉    2 氏名　 3Email アドレス 

URL またはQRコードでのお申込みができない場合は、下記の３点を
info@cider.osaka-u.ac.jp までお知らせください。
1参加方法〈会場 or オンライン〉    2 氏名　 3Email アドレス 

申し込み期限：2023年7月24日（月）

URLURLURL
E-mailE-mailE-mail

お申し込みはこちら

５月８日から新型コロナウイルス感染症が5類になり、感
染症対策は「個人の判断」になりました。今回のシンポジウ
ムでは、これから感染症と社会がどう向き合っていったら良
いか、医療現場や職場での感染症対策だけでなく、学校保
健やメンタルヘルスの視点からも迫ります。

新型コロナは

「５類」になって
何が変わった？変わら

ない？
会場＆オンライン

参加無料・要申込

開会挨拶　金田 安史（大阪大学 統括理事）
▶第１部　講演会
「２類相当と５類はどう違う」  
　大竹  文雄（大阪大学CiDER 副拠点長）
「医療現場・職場での感染症対策 これまでとこれから」  
　忽那  賢志(大阪大学感染制御学 教授）
「学校での感染症対策 これまでとこれから」  
　友川  幸（信州大学教育学部 准教授）
「ポストコロナに必要となる職場・学校でのメンタルヘルス対策」 
　佐久間 篤（東北大学精神神経学分野 助教）

▶第２部　パネルディスカッション ｜ テーマ：どうする  新型コロナ「5類」
ファシリテーター：大竹 文雄 
パネラー ：忽那 賢志、友川 幸、佐久間 篤   
　　　　  正木 義久（ 日本経済団体連合会 ソーシャル・コミュニケーション本部長 )

閉会挨拶　木下 タロウ（大阪大学CiDER 拠点長補佐）　

佐久間 篤

大竹 文雄

忽那 賢志

友川 幸

正木 義久

学校での
感染症対策 学校での

メンタルヘルス対策
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・グランフロント大阪北館 
  タワーB 10階
  Room B01・02
・オンライン配信

会 

場2023年7  26日月 水
18:00－20:00（開場 17:30)
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グランフロント大阪への
アクセスはこちら▶


